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「名古屋市民間木造住宅耐震診断事業」関係書類一覧 

※事務協のホームページよりダウンロードできます。 

関係書類名 
提出 

部数 
事務フロー 備   考 

診断依頼票 

【様式１-１】 
－ 

事務協⇒耐震診断員

〈ファックス〉 

・受領後、診断申込者に現地調査の

日程調整をし、名古屋市（進行管

理のため）に日程調整の結果を連

絡する。 

・審査予定日までに耐震診断ができ

ない場合は、事務協地区担当者に

辞退連絡し、個人情報の診断依頼

票等を名古屋市に返却する。 

名古屋市木造住宅耐震診断

申込書（コピー） 

【様式１-２】 

－ 

名古屋市木造住宅耐震診断

申込書・仮受付票 

【様式１-３】 

－ 

名古屋市木造住宅耐震診断

申込書 

【様式１-４】 

－ 
耐震診断員⇒名古屋市

〈持参〉 

・申込書が仮受付票の場合、現地調

査時に申込者に記入してもらう。 

※木造住宅耐震診断結果報

告書 

（参考に表紙のみ様式化する） 

 【様式２-１】 

１ 

耐震診断員⇒事務協、

名古屋市

〈必ず持参〉 

・作成に関しては『診断方法、報告

書作成編』を参照する。 

・申込者報告用を兼ねる 

・ホッチキス等で留めずにクリップ

でまとめて審査会へ提出する。 

・訂正は、審査室内にあるパソコン

で訂正、出力し、報告書をまとめ

る。 

・審査終了後、報告書に名古屋市の

確認印を受け、“改修アドバイス”

などの入った封筒を受け取る。 

※出力チェック表 

 【様式２-２】 
１ 

・エクセルファイルから「出力チェ

ック表」を持参し、審査を受ける。

診断データ 

（フロッピーディスク 

又は ＵＳＢメモリー） 
１ 

・一般診断の入力データとエクセル

データを保存する。 

・審査での指摘事項をその場で修正

し、名古屋市へデータを渡す。 

※耐震診断業務完了報告書 

【様式３】 

１ 
耐震診断員⇒事務協

〈ファックス〉 

・診断申込者への耐震診断結果の報

告をした後に、事務協に耐震診断

業務完了の報告をする。 

・報酬支払の根拠になるため、必ず

提出する。 

※名古屋市伝統構法等選別

チェックシート 

【様式４】 

１ 
耐震診断員⇒名古屋市

〈郵送・持参〉 

・伝統構法の要素がある場合に提出

する。 

・診断対象外の場合に提出する。 
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【様式１－１】 
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【様式１－２】 
 

名古屋 太郎 

０５２  ０００  ００００ 

４５５  ００００ 
名古屋市港区○○町△△番地 

３６  ８ 

１２０

なごや   たろう 
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【様式１－３】 
 

受付日（平成  年  月  日） 

仮仮仮受受受付付付票票票   名古屋市無料耐震診断申込書 

申込者 

（所有者） 

氏名
ふりがな

 
 

電話番号 （   ）   ―          連絡希望時間    時頃 

住所 
〒   - 

 

住宅概要 

建築年 明・大・昭   年   月 階数 ・平屋建て ・２階建て 

利用形態 ・専用住宅 ・併用住宅 ・長屋 ・共同住宅 ※住宅として居住が必要

建物所在

地 

〒   - 

 

付近見取図（学校、駅などの公共交通機関から住宅所在地までを分かり易く） 

 

仮受付票で依頼を受けた耐震診断員は、 

① 現地調査時に耐震診断申込書【様式１-４】を持参する 

② 申込者に直筆で記入依頼する 

③ 申込書を持ち帰り、審査会時に名古屋市あて提出する 
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【様式１－４】 
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【様式２－１】 
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【様式２－２】 
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【様式３】 
 

（社）愛知県建築設計事務所協会　　様

愛知県木造住宅耐震診断員

氏　　　名

登録番号

診　断　申　込　者　氏　名

耐震診断結果報告年月日

受　　付　　番　　号

通信欄

受　　付　　番　　号

　　以下の物件について、耐震診断業務を完了しましたので報告します。

診　断　申　込　者　氏　名

耐震診断結果報告年月日

耐震診断業務完了報告書

受　　付　　番　　号

平 成 年 月 日

耐震診断結果報告年月日

通信欄

通信欄

診　断　申　込　者　氏　名

（社）愛知県建築士事務所協会 
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【様式４】 
 

2.2ｍ 

程度 

2.8ｍ 

程度 

名古屋市伝統構法等選別チェックシート 

１．伝統構法型住宅 

■典型的な伝統構法型住宅の選別基準 

チェック項目 〇付け 備考 

１ 仕口は伝統仕口（長ほぞ差し込み栓打ちなど）であること   

２ 土間、大黒柱があり、その周辺の部屋周りの主要構造材が、太い

部材で軸組が構成しているもの 
  

３ 平面がいわゆる「田の字」型（農家型の場合）や町家づく

りをなし、各部屋との間仕切りが襖・障子などで仕切られ、

開放的な大空間が形成されていること 

  

４ 土塗り壁で筋かいがない（確認できない）   

５ 主要な柱について、成が14cm以上のものから構成され 

15 cm以上の柱が2本以上あること 
  

６ 太い柱と「差し鴨居」などの横架材及びその上部の壁などで、い

わゆる「ラーメン構造」を構成し、水平力に耐える構造となってい

ること 

 

                       垂れ壁の形状は 

                       左記程度である 

                       こと 

  

 

＜耐震診断事業での取り扱い＞ 

上表において 

   

   

 

 

 

２．その他の対象外住宅 

■対象外理由（〇付け）・木造以外の構造（    造） ・３階建  ・枠組壁構法等 

            ・１ｍ以上のオーバーハング    ・極端な変形建物 

・その他（                         ） 

 

現地調査の状況から、  ①典型的な伝統構法型住宅          （〇付け） 
②部分的に伝統構法的な要素を含んだ住宅     

             ③その他の耐震診断対象外住宅       と判断しました。 
 

           診断申込者名                       様 
受付番号 第          号 
 
現地調査年月日 平成  年  月  日 

 
調査した診断員氏名             印 
登録番号 第    －       号 
 
 

ほとんどの事項に

該当して全てに〇 

一部で〇 

①典型的な伝統構法型住

宅 

②部分的に伝統構法的

な要素を含んだ住宅 
在来軸組構法として診断 

してもやむを得ない 

伝統構法として診断対象 

(方法１)

(方法２)


